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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

〈準備物〉カルキ抜き・プール・遮光ネット・ニジマス

活動に向けて、子どもたちと行事について話をしたり、魚の本を用意し環境の設定を行っ

た。魚を捕まえるコツなども、担任子どもとで話をし、意欲を高めた。

8月9日の9時半より、クラスの時間を少しずらしながら実際にニジマスを触ったり捕まえた

り、見たりする。

幼児クラスはおやつでニジマスを試食する。

江東区塩浜2-6-2

社会福祉法人つぼみ会

ニジマスのつかみ取り

普段、食べている魚について興味を広げるとともに活動の中で野菜や魚、お肉等食べている

物に感謝を持ち、食育の一環としてテーマの設定をした。また、目の前で泳いでいる魚を実際

に見ることで、魚の生態についても興味、関心を持つ時間を取るため。
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LIFE SCHOOL 塩浜 こどものいえ



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

毎年、苦手なこと得意な子がいるが、子ども個人に焦点を当てて振り返りを行うことで、心身ともに成

長を感じる機会となった。

特に幼児クラスにおいては、魚を捌いて実際に見学することで魚の生態だけでなく動物や人間等にも興

味関心の広がりがあった。今後人間の身体の中を学ぶ機会を作っても良いかもしれないという意見が

あった。子ども自身で食育をかねて行うことで残さず食べることや、感謝の気持ちを持つ姿も見られて

いて、一つの活動でも様々な子どもたちの興味関心の広がりを感じることが出来た。捌くところまで

は、見ることが出来たが、その後焼いて食べるまで一連の流れ、すべてを目で見て体験できる機会があ

ると、より良い経験となると感じた。

０歳児クラスから順に、時間を少しずつずらしてニジマスを触ったり見たりと活動を行った。

乳児クラスはプールの外側からニジマスを触り、幼児クラスは大きめのプールに入り、実際に

つかみ取りを行った。

幼児クラスは実際に捕まえていたニジマスをおやつ時に提供をし、試食をした。

乳児クラスは怖がる子がおり、泣いてしまう子、「おさかな！」と指をさして眺める子がいた。

「ぬるぬるしてて、捕まえられない！」「こわい」「見て！捕まえたよ！」「（他児に捕まえた魚を見せながら）触ってみ

る？」といった様々な声が上がっていた。特に幼児クラスは意欲が高く、１週間前から気合をいれており、当日は「〇匹捕まえ

る！」「怖いけど少し触ってみたい」とそれぞれが思い思いに感じている様子があった。

職員と協力して捕まえたり、捕まえた魚を他児や保育者に自慢気に見せたりなど様々な姿が見られていた。また、魚をさばいて

いる時には、内臓がどこにあるか、自分の身体と比べるようにしながら知っている知識を話す姿など、それぞれが実際の魚を目

の前にして考える様子があった。


